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利用・用途・応用分野

柑橘類廃棄物処理、加工品製造、缶詰工場、セメント用混和剤、肥料製造

目的・課題 解決ポイント

柑橘類各種製品製造に伴う多量ミカン
廃棄物の処理が問題で廃棄物の減量
が求められる。菌株で柑橘類果皮から
酵素生産・廃棄物減量を行う場合、セ
ルラーゼ生産菌とペクチナーゼ生産菌
が好ましく、両微生物の適合培養条件
の検討が必要だが培養が困難である。

柑橘類廃棄物を構成するミカン果皮を
栄養源として増殖でき、ミカン果皮を分
解できる新規な微生物を部分的に腐
熟した腐熟ミカン果皮表面から見出し
た。しかも、その微生物の培養液から
ペクチナーゼ及び又はセルラーゼを
製造することができるという知見を得た。
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ミカン果皮などの柑橘類廃棄物を分解、減量できる新規微生物であり、焼却や埋立に
よる廃棄物処理量を減量させることが可能である。この微生物の培養物からペクチナ
ーゼ及び／又はセルラーゼを製造できる。セル及びペクチナーゼの両酵素は繊維質
の分解に有効である。
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